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会   長   田辺征一  
直前会長   柏原佳子 
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書   記   柏原佳子 
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担当主事    井島裕介 
六甲部地域奉仕・環境事業主査 福原吉孝 
 

「みつかる。つながる。よくなっていく。」    

会長 田辺征一 

この表題は私たちが日頃よく目にする

YMCA 同盟のロゴマークとスローガンですが、

いつからどういう経緯を経て出てきたのか

日頃から知りたく思っていました。 

調べた結果、2017 年 10 月に一新され、

新スローガンでは次の①～③の 3 つのコン

セプトが謳われていることを知りました。 

① Vision：互いを認め合い高め会う豊かな社会を作る、 

② Value：したいなにかが見つかり(encounter)、誰かとつな

がる(connect)、私がよくなる場所(transform)、 

③ Personality：心をひらき、分かち合い、前向きでまわりを

引きつける魅力を持つ、です。 

表題は②で述べた 3 つのこと即ち、発見、出会い、変革をや

さしく言ったものです。 

また、表題に挙げたロゴマーク「ポジティブ Y」は、鳥が飛び立

つ瞬間の姿をモチーフに、生命の息吹、未来へ向かう力、平

和への思いを表現、アルファベットの Y をかたどりながら、新し

いスローガン「みつかる。つながる。よくなっていく。」の 3 つの価

値を内包しているとのこと。 

2017 年以前のスローガンでは Caring(他者をやさしく思う心)、

Honesty(正直でいる心)、Responsibility(自分で頑張ろうと

する心)、Respect(人を大切に思う心)、の 4 つを大切にしよう

と謳っていました。新旧どれも大切なスローガンで、ワイズに仕

えることにより一歩でも近づけるような気がします。  
             4 月第１例会集計 
第 1 例会出席 
メンバー １２名
メネット    名 
コメット   
ビジター  多数 
ゲスト   多数 
合計    １２名 

例会出席率 
出席者     １２名 
メイクアップ     名  
合計         名 
在籍者     １7 名 
（内広義会員１名） 

出席率   75％ 

ＢＦ切手    
累計    ｇｍ 

ニコニコ 
 
          円 
累計  86,570 円 

主   題 

国際協会会長  ケンワン・オン（シンガポール） 

“Faith, Love, Action” 「信念、愛、行動」 

アジア太平洋地域会長 田上 正（熊本むさしクラブ） 

“Act now with faith and love” 「信念と愛を持って行動しよう！」 

西日本区理事  中井真一（奈良クラブ） 

“Let’s enjoy the YYY life together with our friends all over the 

world !!” 「世界中の仲間と YYY ライフを楽しみましょう !!」 

六甲部部長   柳 敏晴 （神戸西クラブ） 

「温故知新 Visiting Old, Learning Now ! 」 

芦屋クラブ会長  田辺征一 

「クラブを愛し楽しみ仕えあう」 

（Love, work for and enjoy the Club, together ） 

“To  acknow ledge  t he  du ty  tha t  accompan i es  eve ry  r i g h t ”  

A f f i l i a t ed  w i t h  the  I n te rna t i ona l  Assoc i a t i on  o f  Y’s  Men’s  C ｌ ｕ ｂ ｓ  

ＴＨＥ Ｙ’Ｓ ＭＥＮ’Ｓ ＣＬＵＢ ＯＦ ＡＳＨＩＹＡ 

 
 

Chartered April 11, 1998 

President ：  Yasuo Ueno  Address:〒659-0074  2-8-304 Hirata-cho, Ashiya, Japan  
Mail ： uenoashiya@kbd.biglobe.ne.jp                                    
URL ： http://www.kobeymca.org/kobe_ymca/ys/ashiya.html  

5 月第 1 例会 

と き： ２０２６年 5 月 20 日（水) 19：00～21：00      

ところ： 芦屋市民センター２０３号室 

司会： 福原吉孝ワイズ 
 
１．開会点鐘 田辺征一会長 

２．ワイズソング斉唱 一同 

３．聖句朗読 権 甲植ワイズ 

４．食前感謝 柏原佳子ワイズ 

５．会食・歓談  食事は三佳の「うな重」 

６．ビジター スピーチ     加茂周治ワイズ 

   「旧満州終戦前後と引き揚げ」   （神戸西クラブ）  

７．第２例会議事録の承認  田辺征一会長 

各事業委員の報告 各事業委員 

８．ＹＭＣＡ報告            井島裕介担当主事 

９．ニコニコ献金報告     坂東幸子ワイズ 

10．誕生日祝い 田辺征一会長 

     権 甲植ワイズ 

11．閉会点鐘      田辺征一会長 

今月の聖句 

「あなたたちは真理を知り、真理はあなたたちを自由にす

る。」すると、彼ら言った。「わたしたちはアブラハムの子孫で

す。今までだれかの奴隷になったことはありません。『あなたた

ちは自由になる』とどうして言われるのですか。」 

                 ヨハネ福音書 8 章 32～33 節 



4 月第１例会（芦屋川さくら祭り）報告 
日時： ２０２６年４月５日（日） ８：００～17：００ 

場所： 芦屋川東堤防 店番 20 番     （敬称略）                                       

参加者： 田辺征一会長・上野恭男・柏原佳子・桑野友子 

島田 恒・堤 清・中島かおり・濱瀬眞知子 

坂東幸子・福原吉孝・船橋知子（各ワイズ） 

井島裕介担当主事・YMCA 職員 

大澤二朗・昌子（みどり作業所） 

ビジター： 神戸クラブ・西宮クラブ・神戸西クラブ・神戸ポートクラ 

ブ・宝塚クラブ・神戸学園都クラブ 

他に、知人・友人多数 
 
４月５日（日曜日）第３８回芦屋さくらまつりが、開催されまし

た。昨年と同様、前日は春の嵐で、大雨でしたが、当日は朝

からすがすがしい青空が顔を見せて春爛漫さくら満開の１日と

なりました。 

芦屋川東側道路の山側大正橋から業平橋まで、ゲーム、食

べ物、飲み物等様々な 27 店舗が並び、お祭りは賑やかで、

大盛況でした。 

今年は、みどり作業所の皆様と同じブースで、賑やか１日とな

りました。 

みどり作業所は、子供たちの大人気

の綿菓子と、ラムネ、ソフトドリンク、芦

屋クラブは恒例の大人の味のチヂミと、

親子で楽しめるブースでした。 

朝から準備万端、早くも、みどり作業

所の綿菓子は大人気で開店するとた

ちまち大行列で大忙しです。チヂミは

出足が遅くお昼ごろから忙しくなりまし

た。堤ワイズと福原ワイズコンビの長年

磨いた腕前はプロ並みの焼き職人、

他のワイズ（田辺、上野、柏原、桑野、

島田、坂東、舟橋、中島、浜瀬）の皆さまは自分の役割をあ

うんの呼吸でこなし、毎年の事ですが、チームワークのすばらし

さを感じます。今年のチヂミは、オキアミを加えて一味違ってお

いしくできました。 

YMCA からは、井島担当主事とともに若いスタッフが応援にこ

られて、お客様を呼び込んでいただき感謝です。 

芦屋川周辺は、河原、道路、公園は、人、人、人で、歩け

ないほどのにぎやかさ、桜に誘われて、小さい子供からお年寄

り、ペット同伴の方々まで、笑顔で、春の１日を楽しんでいま

した。 

午後からは、各ワイズ（宝塚クラブ、神戸ポートクラブ、西宮ク

ラブ、神戸クラブ、

神戸西クラブ、

神戸学園都市

クラブ）の方々が

次々と来てくだ

さり、楽しいひと

時となりました。

皆様ありがとうご

ざいました。 

さ く ら の 花 の 魅

力は、人々を幸

せにする日本の誇りです。 

かつてドイツ旅行でフランクフルトのお店を訪れ、日本から来た

と伝えると、満開の桜の時期に日本に旅行するのが一番の

夢ですと、目を輝かして話していた店員さんを思い出しました。 

今年ははやくも３時ごろには、お店も終了、すべてのチヂミを売

り切り、芦屋クラブの皆さまのエネルギッシュなパワー満開の１

日となりました。大変お疲れ様でした。      

                           濱瀬眞知子 

 

４月５日（日）は暖かな天候に恵まれて、さくら満開のなか芦

屋市の桜祭り縁日に出店しました。 

今回は、みどり福祉作業所から共動の申し入れがあり、結果

一つの店舗を半々で使うことになりました。芦屋クラブは、協

力を優先し、「チヂミ」のみの販売としました。 

市 の シ ス テ

ム に よ り 搬

入は 1 台の

み の た め 、

前日に、み

どり作業所

のトラックに

す べ て を 積

み込み８時に現地に集合し、ダンボール、ビニール、プロパンガ

ス、鉄板、綿菓子機、販売用の飲み物の箱を山のように積

んだ「みどり作業所」の車を待ちました。 

毎年のことでもあり、手際よく準備は整い 10 時開店、今まで

で最高の人出の中、夕方 5 時まで忙しい一日を過ごしました。 

多くの関 係 者が応

援に来てくださり嬉し

いかぎりでした。六

甲部からは柳部長

をはじめ、神戸、西

宮、神戸ポート、学

園都市、各クラブの

皆さんが例年のよう

に顔を見せてくれました。地域奉仕、交流は満足でしたが、

最大の目的であるファンドにおいては、過去最低で、反省す

べき内容が多々あることは、今後の課題となりました。 

それでも毎度のことながら、打ち上げを焼き鳥店で開催、一

日の労をねぎらいました。会員の皆さん、並びに協力してくだ

さった関係各位、ありがとうございました。      上野恭男 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

薔薇が仲間入りしました 

ビロードのような花びらは深紅で 

まさに薔薇の女王を思わせます。 

一枚々々丁寧に洗い砂糖で 

煮 詰 め 、

去年採れ

た 檸 檬 を

加え薔薇

のジャムが

出来上が

りました。 

 

 

ハーブティに浮かべると 

ティカップの中で薔薇が 

開きました。素敵なおも 

てなしになりました。 

柏原佳子 

能登半島被災地支援チャリティコンサート 

神戸ポートクラブ主催のコンサートは毎年開催されていますが、

能登半島被災地への支援は３年目を迎え、一層前進されたよ

うに感じました。 

昨年１２月２９日～３日間、被災地にポートクラブ有志とともに、

芦屋クラブから中島かおりワイズが参加され、東日本区や他部

のワイズメンと交流を持たれたのも嬉しいニュースです。 

兵庫県立長田高校音楽部の生徒による合唱は、男子の数も

増 え 、 よ

り 力 強 く

若さに溢

れ て い ま

した。 

何年か前

のこと、合

唱を終え

て な お 、

私たち全員が退場するまで「また逢う日まで」を歌い続け見送っ

てくださいました。その時の感動は今もく

っきりと心に刻まれています。 

第２部は、バイオリンとピアノの素晴らし

い演奏に聴きいりました。舞台からでは

ない同じ目線で聴くことでより臨場感を

覚えました。神戸聖愛教会の前では、

次期アジア会長はじめ仙台や台湾から

の来賓もご一緒に挨拶や写真を撮りあ

っていつもとは違った交流の場が広がり

ました。 
 

 
５時からは馴染みの「やっちゃい」で遠方からの来客を囲んでの

打ち上げが持たれ、大いに盛り上がりました。 

懇親会には芦屋クラブから、上野、桑野、柏原が参加、チャリ

ティコンサート支援は９名が協力したとの報告を受けています。 

幸田会長、大野ご夫妻はじめポートクラブの力強い奉仕活動

に心から感謝いたします。               柏原佳子 

初めて参加した、芦屋川さくら祭り！ 
昨年は惜しくも参加できなかった、さくらまつり。私にとって

は芦屋ワイズメンズクラブの担当主事となって初めてのさく

らまつりでした。ワイズメンズクラブの皆さまからは「大変」

「すごい人の数」というのを前々から聞いていたので、気合

を入れて参加しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

お天気にも恵まれ、桜もこのまつりに合わせてきたかのよう

に満開に咲き誇り、ところ狭しとテントやブースが立ち並び、

この日を楽しみにしていた参加者の皆さんで溢れかえってい

て、とても活気のあるイベントでした。芦屋ワイズメンズクラ

ブだけでなく、六甲部の他のワイズメンズクラブからもたくさん

の方がお越しくださり売り上げに貢献いただきました。 

惜しくも昨年より売り上げが下がったとの報告で、悔しさが

残りますが、改めて芦屋ワイズメンズクラブの皆さまの連係

やつながりの深さ、またワイズや地域を盛り上げていこうとい

う姿勢に感銘を受けた次第です。この場を借りて感謝申

し上げます。            担当主事 井島 裕介 

次々期アジア会長ご夫妻と

さくら祭り収支決算報告 

売上げ （チヂミ 230 枚） ￥110,000 

食材・付属品・消耗品・出店料 ￥56,495 

打上げ会費用援助 ￥22,719 

差引き さくら祭りファンド クラブ会計へ ￥30,786 

まるでターシャの気分です。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 
 

 

4 月第２例会議事録 

日時： ４月 22 日（水） 18：00～19：30 

場所： 芦屋市民センター20５号室 

参加者： 田辺会長・上野・柏原・桑野・堤・福原・浜瀬 

坂東（各ワイズ）＆井島裕介担当主事 

ブリテン編集会議： 18：00～18：10 
 
議事・報告 

第 1 例会予定                        

５月２０日（水） 芦屋市民センター20５号室 

   食事： 三佳の「うな重」   会費： 3,000 円 

６月１７日（水） ホテル竹薗芦屋 

１年を振り返り、次期への活動を考える 

その他 

◇ 会計報告： ３月度会計＆さくら祭り収支報告  承認 

◇ さくら祭り： 反省と来期について 

改善策について多くの意見が話し合われた 

「みどり福祉作業所」と話合いを持つ。（上野・柏原）  

◇ きらりと輝くアート展総括と今後の予定：  

福原ＣＳ主査より報告がなされた。 

    「原田の森」に於ける成功を受けて次期地域奉仕主 

査に引き継をする。 

    ５月初旬に予約・申し込みの予定 （上野）   

◇ チャリティラン実行委員選考 ： 

次期Ｙ‘サ主査 浜瀬眞知子ワイズの意向を重視 

◇ ロスター： １２冊 ＠￥2,300．-   

申込み済み。 8 月配布予定 

◇ 西日本区大会（奈良） ６月 1２日（金）～１３日（土） 

前夜祭： ＫＯＴＯＷＡ奈良公園 

大会： なら１００年会館 バナーセレモニー  

懇親会： ホテル日航奈良                      

大会登録費： 23,000 円 （前夜祭は別途 13,000 円）    

参加者： 田辺会長・上野・柏原・桑野・浜瀬・福原・ 

坂東・船橋（各ワイズ）井島担当主事（クラブ 

推薦） 

   電車の待ち合わせ等・・福原ワイズが計画  

クラブ補助金： 5,000 円をクラブ会計より 

◇ 六甲部・部報作成   

事業主査、会長原稿提出： 4 月 30 日（金）17 時 

５月末発行 予定 

◇ YMCA 報告 ： 

140 周年記念礼拝５/９（土）10：00～ＹＭＣＡチャペル  

   ＹＭＣＡ総会６/27（土） 総会案内 

                         書記 柏原佳子     
 
 

 

ウエルネスセンターより 

「ゴールデンウィーク後も活発に動くために！」 

5 月は連休明けの疲れ(五月病)や寒暖差により、自律神経

が乱れやすい時期です。意識したいのは「疲労回復」と「心の

ケア」です。食事でアプローチをしていきましょう！一番のおす

すめは「初鰹（はつがつお）」。赤身に豊富なビタミン B 群がエ

ネルギー代謝を助け、鉄分が血行を促進します。これに玉ね

ぎやニンニクを合わせると、アリシンがビタミン B1 の吸収を高め、

疲労回復効果が倍増します。また、旬のアスパラガスに含ま

れるアスパラギン酸はスタミナ増強に、春キャベツのビタミン U は

ストレスで荒れがちな胃粘膜の修復に役立ちます。幸せホル

モンの材料となる「トリプトファン」を含む豆腐や乳製品も積極

的に摂りましょう。【おすすめの献立例】主菜：初鰹のたたき

（薬味たっぷりで）、副菜：アスパラと

新じゃがのソテー、汁物：春キャベツ

と あ さ り の 味

噌 汁 。 環 境

の 変 化 で 心

身 に 負 担 が

かかる時期だ

からこそ、旬の力を借りて内側からメン

テナンスを行いましょう！手軽な「切る

だけ・焼くだけ」の調理でも、旬の食材なら栄養価は十分で

す！美味しく食べて豊かなウエルネスライフを！ 

                     担当主事 井島 裕介 

 

 

 

 

 

 

 

YMCA ニュース 

『 聖句 読み説き 』 

32 節の「真理はあなた達を自由にする」と言う言葉は宗

教的に深い真実を表しています。しかし私達はヨハネ 18

章 38 節に於いて、イエスを尋問したポンテオ・ピラトのよう

に「真実とは何か」と尋ねずにはおられません。そして「真

理とは何か」と大胆に尋ねる事こそ、ことに自分が信じて

いる価値観、それに基づく「自分の持っている信仰」を問

い直すことが「自由」への第一歩だと言うことが出来るの

です。 

今日、学問の世界、ことに文学批評や社会の分析にお

いて問題となったのは、ある事柄が「正しいかどうかと言う

判断も、立場によっても視点によっても変わって来るとい

う、長い人間の歴史を通して繰り返されてきた問題を正

面から取り上げたと言っても良いでしょう。 

事実「真理」は、それを主張したい人達の願いや思いに

よって、さまざまに形を変えることが出来るし、「真理」と言

う言葉を使って、相矛盾する事が語られる事すらあり得る

のです。 

「真理はあなた達を自由にする」と言う言葉には、「自由

な人にふさわしい信仰」「率直な信仰」や「寛大さ」と言う

意味も含まれます。私達が自分の持っている考え方や価

値観さえ一旦保留して、他の意見、他の価値観が存在

する事を認める「寛大さ」、さらに単に認めるだけではな

く、他の意見に耳を傾け、対話をしようとする「偏見のな

さ」、そして必要であれば自分の意見を修正・変更する

事さえ厭わない「率直さ」、これ等は皆「本当の自由と信

仰」で有ることの表れなのです。そしてこの様な「自由」を

通して私達は自分自身から解放されて「本当の自由」に

到達することが出来るのです。          権 甲植 

編集後記： 原稿と写真が充分にあるとブリテン編集は

楽しいです。原稿が少ないときは写真を多用しますが、そ

れにも限度が・・・どうしても紙面が埋まらない時、頼りに

なるのが柏原ワイズ、「このスペースに文と写真を」と依頼

すると、折り返し素敵な原稿が届きます。真っ赤な薔薇

の女王のようなエッセイです。扨、皆様、趣味や旅行やゴ

ルフや音楽、どんどんと投稿して下さいね。   桑野友子 


